研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　青明舎　　　　　　　　職　種　　SW　　　　　　氏　名　　清水　博己

	期　　間　　　平成　１９年３月２８日

	出張目的　　　新潟視察研修

	出 張 先　　　医療法人　　高田西城会　　高田西城病院

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


全体考察：高田西城病院と密接な打合せの結果、観光と視察研修を兼ねた濃密なスケジュールとなった。自立支援法での対応は、青森県内も全国的に見ても同じような移行をしていた。社会資源が多くあり、特に共同住居やグループホームの住居の面での整備が多くあった。川室先生の「地域の中に気づいたら住んでいたように地域へ返す」というニュアンスが印象的で、地域生活への移行の秘訣を学んだ。地域生活へ移行した方たちのフォローはどのようにしているのか、という事を、できれば当事者の方から聞いてみたかった。地域生活支援センターの存在はどのようになっているのか、支援の漏れはないのか、という事を感じた。施設内、法人内での連携がどうなっているのかは見えてこなかったが、行政との密着なつながりが見えた。また、グリーンバスケットというボランティア団体があり、有償で送迎サービスや家事援助の実施を行っていたり、つくしツリー点灯式で募金を募ったりと、地域を巻き込んだ事業展開をしていた。まずは、私たちが一地域住民として「さりげなく」溶け込んでいくのかを考えなければいけないと感じた。
１、川室記念病院
　　病床数　　　２１７床
　　　Ａ　精神科治療病棟　　　　５０床
　　　Ｂ　老人性痴呆疾患治療病棟　　５１床

　　　Ｃ　精神科リハビリ病棟　　　６０床
　　　Ｄ　精神科（高齢精神障害者）療養病棟　　　５６床

外来①精神科デイ、ケア　　ＳＳＴや各種グループ療法を実施。再発を予防し生活の質を高める。
　　②重度痴呆患者デイ、ケア　　　対人交流を促す為の親和的対人交流集団精神療法（親和療法）

　　を実施。情動を安定させ介護の負担を軽減する。
　　③個人カウンセリング　 専任の臨床心理士が心の健康をサポート。
　　④精神保健福祉士相談　　専任の精神保健福祉士が入院時から退院後まで包括的に生活をサポート。地域と連携を図りケアマネジメントを実践している。　　
　　⑤精神科訪問看護　　専門スタッフが居宅に直接出向き、円滑な社会生活が送れるよう具体的な援助をしている。
入院①Ａ病棟　　急性期精神症状の改善を主目的とした短期的治療病棟。

　　②Ｂ病棟　　痴呆性老人に対する残存機能の維持回復の為の訓練を実施。施設や在宅への適応をはかる。
　　③Ｃ病棟　　退院後の円滑な社会生活に向け、作業療法、ＳＳＴ，金銭や服薬の自己管理などリハビリテーションに取り組んでいる。
　④Ｄ病棟　　高齢者精神障害者のターミナルケアや合併症治療に取り組んでいる。
　　⑤精神科作業療法　　作業活動を通じて集中力の向上と情動の安定を図る。残存機能を維持し回復を促す。
　　⑥ＳＳＴ（社会生活技能回復訓練）　より良い人との付き合い方をグループで練習しながら円滑な社会生活の方法を学ぶ。
２、精神障害者通所授産施設　　つくし工房
　つくし工房では①就労に向けての準備を行いたい②地域で暮らすための力をつけたい③「生活のはり」を見つけたい、などの希望を持っている方を対象に、作業や対人関係のトレーニング、グループ活動などを行っていた。

開設年月日　　平成4年4月1日

定員　　　　　20名

職員構成　　　施設長1名、精神保健福祉士1名、精神障害者社会復帰指導員4名

　　活動内容　①パン、菓子の製造販売、縫製作業、名刺の点字加工等の授産活動

②生活の仕方や対人関係の訓練を中心としたグループワーク

③レクリエーションやボランティア活動

　　　④健康や日常生活に関する相談、援助活動

　　利用期間　　原則2年間

　　活動日　　　月曜～金曜　9：00～16：00

　　費用　　　　施設利用料　→　3,000円、損害保険料　→　400円程度

その他　　　送迎用のマイクロバスを運行している。
作業評価は、工賃還元のための作業評価表を作業療法士の指導のもとで作成し、本人と職員の２者で評価し、作業目標を立てている。就労に向けては、障害者職業センターの職業評価を活用し、職場開拓の参考にしている。
３、糸魚川市こころの総合ケアセンター
　　精神科治療ケアを中心とする医療、福祉、保健を一体的に提供する総合的なケアセンター

　施設内容
　１階　　①医療施設　　・精神科診療所

　　　　　　　　　　　　・精神科デイケア施設

②その他　　　・相談室

　　　　　　　　　　　　・緊急保護室

　　　　　　　　　　　　・地域交流ホール
2階　　①福祉施設　　　・精神障害者社会復帰施設　「地域生活支援センター　こまくさ」
４、医療法人　高田西城会　糸魚川診療所

　　診療部門とデイケア部門があり、入院が必要な場合には高田西城病院にて入院治療もできる。

　　開設年月日　　平成18年4月1日

　　診察時間　　　毎週月～金曜日　9：00～16：30

　　　　　　　　　（受付8：30～11：00、13：00～15：00）

　　デイケア

　　開設日：毎週月・火・木曜日　9：00～16：00　　利用料：1日670円（半日350円）

　診療所というイメージからかけ離れた設備であり、利用者が気軽に利用できる環境を作っていた。

５、糸魚川市精神障害者社会復帰施設　地域生活支援センター　　こまくさ
　地域生活支援センター　こまくさとは、精神に障害のある方が、地域の中でより安心して心豊かな生活を送る事ができるように、様々な相談を受けたり日常生活の支援を行う施設。
設立年月日　　平成11年4月1日（平成19年より移転）

　　活動内容

　　①相談支援事業

　　　・面接相談　　・電話相談　　・訪問相談　　・携帯電話相談　　

　　　・ケアマネジメント　　・総合相談窓口

　　②地域活動支援センター事業

　　　1、生活サポート・移動支援

　　　・食事（配達）　・入浴　　・洗濯　　・同行、代行　　・送迎

　　　2、地域活動支援

　　　・安らぎの場　　・サークル活動（絵手紙・習字・生け花など）　　

・レクリエーション（花見、小旅行、納涼会等）　　・共同　　

・就労支援（ハローワークとの連携）　・ミーティング　　

・自助グループへの協力（ウイング－上越地域の当事者の集まりへの協力）

・他施設への協力　　・保健所デイケア（月2回開催デイケア「さより会」に参加）

3、その他の活動

・地域交流　　　・機関紙発行　　　・家族会活動支援　

自立支援法の対応は、H18.10月から、相談支援事業と地域活動支援センター事業Ⅰ型を実施している。19年度までの運営費は、県と同額の委託費を市で確保している。指定相談支援については、市の予算上は３人分しかとっていないので、指定相談支援の個人給付費はあてにならない。

　　　家族への支援に関しては、糸魚川市家族会の事務局を担当し、家族とは定期的な懇談を設けている。センター単独でなく、保健所と市にも関わってもらっている。

保健所と市が主催の家族教室があり、そこにセンターも関わっている。

糸魚川市は家族と同居が圧倒的に多く、DVなど同居による問題も起こっており、市の保健師と一緒に動くことが多い。

ボランティアにはイベントやレクに関わることが多い。一般開放しているサークルに参加する住民の皆様に、イベントで手伝いしてもらうこともある。

組織があるわけではなく、個人的な対応になっている。ボランティア講座は来年度からセンターで行うことになっており、ボランティア登録または組織化がこれからの課題となる。これについても、保健所と市に関わっていく予定。

６、精神障害者社会復帰施設「好望こまくさ」（糸魚川）
　　「好望こまくさ」は、個人の尊厳を大切に、就労支援や生活支援を通して利用者の自立と社会参加を促進し、ノーマライゼーションの実現を目指す事を目的としている。
開所年月日　　平成11年4月1日

　職員構成　　　施設長1名、精神保健福祉士1名、精神障害者社会復帰施設3名

　アクセス　　　JR糸魚川駅より徒歩8分、路線バス　糸魚川駅前　徒歩8分

　開館時間　　　月曜日～金曜日　8：30～17：30作業内容
利用対象者は①一般就労する為の自信をつけたい方

②作業を通して体力をつけたい方

③生活のリズムを整えたい方

④一緒に話せる仲間が欲しい方
作業内容　

1 電子部品等の組み立て　

2 オリジナル製品の製造、販売（廃油石鹸、雑巾、小物類など）

3 こまきさ畑での畑作業

4 収穫物の販売

5 ホテルの客室清掃

6 チャレンジショップ出店

7 イベントでの販売

利用料　1ヶ月1,000円
７、精神障害者生活訓練施設　　ハウス道芝
　　地域の中で自立生活を目指す方に利用できる居住（完全個室）を提供するとともに、様々な生活体験を通して、自分らしい生き方を実現できるよう支援する。

利用期間　原則2年、場合により相談の上、1年を超えない範囲で延長可能。
定員　　20名

開設年月日　　平成9年4月1日

定員　　　　　20名

職員構成　　　施設長1名、精神保健福祉士1名、精神障害者社会復帰指導員3名

アクセス　　　路線バス　城北中学前下車　徒歩7分　栄町入口下車　徒歩7分

　　　　　　　JR高田駅　徒歩25分、タクシー7分

　　　　　　　JR直江津駅　タクシー20分

利用期限　　　原則2年間（延長1年可）

利用料　　　　16,000円　＋　食費15,000円　＋　光熱費（実費）

高田西城病院患者との交流会も月に2～3回程度行われている。宿泊だけの体験利用ではなく、プログラムの体験利用は導入してもいいと思う。

現段階では平成23年度までの法の動向を伺っているような状況であり、ハウス道芝も同様である。

８、精神障害者地域生活支援センター　　つくしセンター
開設年月日　　平成9年4月1日

職員構成　　　施設長1名、精神保健福祉士2名、社会復帰指導員2名

活動内容
①生活支援事業
1. 憩いの場や仲間作りの場の提供

2. 食事サービス（昼食、夕食の配膳）

3. 就労支援サービス（喫茶、清掃、皿洗い、ハロワーク同行など）

4. 入浴サービス

5. 情報提供サービス（ニュース発行、ホームページ運用）

6. グループ活動、余暇活動（サークル、レクリエーション）
②生活相談

1. 相談サービス（面接、電話、夜間携帯電話）

2. 訪問サービス（定期、不定期）
③地域交流事業
1. 喫茶店の運営（喫茶軽食つくしんぼ）

2. 交流や啓発のオベント（開催、参加）
④その他の生活支援事業

1. 家族の支援（保健所との共催）

2. 自助グループ上越つくしの会事務局

3. 当事者集いの支援

4. 地域職員の会事務局

5. 上越グループホーム連絡会事務局

6. 地域精神保健福祉活動への協力
⑤その他

　　活動日・開館時間

　　火～金曜日　→　9：00～20：00

　　土日祝祭日　→　9：00～18：00

　　利用期間　　特に定めはないが、登録は1年ごとの更新

　　費用　　　　年間登録料　→　2,000円

　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　配食サービス　→　1回300円

　　　　　　　　　入浴サービス　→　1回100円

　　　　　　　　　就労参加費・喫茶店利用代金・イベント参加費など

上越市と妙高市の２市から、委託および補助を受けている。相談支援事業は２市とも委託、地域活動支援センター事業Ⅰ型は、上越市補助、妙高市委託である。指定相談支援事業は現在のところ依頼がない（上越市は１件、妙高市は０件）19年度は、介護給付（ホームヘルプ）受給者のケアマネジメントを担当することになっている。上越市においては、20年度上越地域総合福祉拠点がスタートすることになっている。職員の出向とサテライト機能を果たす方向である。

家族支援としては、月１回、保健所と共催の家族グループを開催している。内容は、講座とグループワークである。家族との関わりが疎遠になっている利用者については、必要に応じて個別に働きかけている。
９、医療法人　高田西城会　高田西城病院

　　大正9年創立　創立者は川室貫治氏

　　病棟　２７０床　急性期治療病棟１　　　４７床

　　　　　　　　　　急性期治療病棟２　　　５３床

　　　　　　　　　　精神療養病棟　　　　　５０床

　　　　　　　　　　老人性認知症治療病棟Ａ　　６０床

　　　　　　　　　　老人性認知症治療病棟Ｂ　　６０床

　病院内には、高田ライフリハビリテーションセンター「らあく」や、ショートステイ　お堀ばた、精神科デイケア、歯科室、喫茶ファミリーなどもはいっている。　

・高田ライフリハビリテーションセンター「らあく」とは、相談、リハビリテーション機能の一体化、連携強化しているところ。
1 精神保健福祉相談室

2 臨床心理室

3 精神科デイケア

4 精神科作業療法室

5 訪問看護ステーション　キャッスル高田

6 老人性認知症疾患センター

7 お母さんのこころの相談室　　　　など行っている。
· 短期入所生活介護　ショートステイ　お堀ばた

お堀ばたでは、利用者の方が自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排泄、食事などの介護、又は日常生活上の支援や機能訓練などのサービスを提供することにより、利用者の方の心身機能及び、生活機能の向上を目指している。

　　定員　　１６床

　　対象者　介護保険受給者（介護予防、要介護度１～５の方）ならどなたでも利用可能。
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